
つくば開成高校静岡学習センター　
  センター長　鮫島功様

尾形充生君：妻の誕生日のお祝いありがとうございます。
山田賢一君・石川征雄君：入会記念日です。
山本倫弘君：鮫島様卓話よろしくお願いいたします。

　 　安保・大野　                                以上2名

　 荻田（8/24沼津柿田川）松田
荻田（8/26三島）大塩・奈良橋（8/27沼津西））      以上5名

会員数 計算に用いた
会　員　数

出席 出席率 前々回の修正
出　席　率

54名 50名 48名 96.0％ 92.0％

尾形昭子さん 9.1
石川征雄君　 2008.9.2　

 山田賢一君　 2004.9.7

高校教育は今

　現在、高校等の進学率は約98％です。
そのうち10％近くが中途退学をしていま
す。全日制高校への転入学は、一家転住
を伴わないかぎり不可能なのが実情で
す。中退者の多くはフリーターになります
が、中には、定時制や通信制高校に入学する者もいます。
　義務教育を終えた高校生は、「大きな子ども・未熟な大
人」です。豊かな好奇心と行動力を持っているので、学校
や社会で数々の失敗をします。しかし、生徒たちは、失敗を
繰り返すことで、自分を知り、社会を知り、成長していきま
す。生徒の中には、社会的に許されないことにも興味を持
ち、度を越した悪さをする者もいます。当然、学校も反社会
的なことは許しません。以前は、場合によっては、鉄拳が飛
びました。しかし、現在は、人権意識の高まりからか、鉄拳
はタブーの一つとなり、「○○処分」という形になりました。
　つくば開成高校は、中途退学者や不登校者の受け入れ
も行っており、「高校再チャレンジ生」の受け皿の一つにな
っています。学校は、生徒の過去の失敗を許し、成長の可
能性を信じ、見守ります。その結果、生徒は、学校から見放
されない・見守られている安心感から、イキイキと様 な々こ
とに挑戦し始めます。
　生徒は、「排除・排斥」より、「受容・共生」の環境の方が、
本来の力を発揮し、自己肯定感を強めます。自己肯定感
は、理想的な社会参加につながります。中学・高校生の時、
問題ある生徒と烙印を押された者も、年とともに大人にな
り、社会貢献する人材になっています。私の教え子の中に
は、音楽家としてスクールを開業した者、司法書士資格を
取得し専門学校教員になった者、多数の従業員を率いる
社長になった者、国民的なアイドルとなり活躍している者も
います。
　我々は、すべての生徒に対し、潜在的な可能性に対する
畏怖の念を持ち、「可能性の芽をつぶさない環境づくり」
「失敗しても再チャレンジできる体制づくり」を推し進める
ことが求められています。

■RI会長メッセージ（1頁）
青春時代の経験
・重要な青少年プログラム
・一生を変える経験
・強く焼きつく若い時代の印象
■9月は新世代のための月間（5頁～12頁）
　特集 新世代のための月間
　『子供たちの笑顔のために』
・青少年交換がもたらしたもの 鈴鹿RC
・ラオスに学校を 教育こそ力 京都洛中RC
・恵まれない子に古着を送る 相模原東RC
・漫画で知ろう、ネットの危険 東京恵比寿RC
・養護学校の子供たちに人形劇を 川崎高津RC
・赤ちゃんの誤飲防止を訴え 岡山西南RC
・輝く瞳に明日を託す  水戸東RC
■エバンスト便り（３５頁）
元ロータリー奨学生のジャーナリストがイランで釈放される
アーチC．クランフ・ソサエティポリオの目標に１００万ドル
が寄せられる
　今後のRI 国際大会
などが掲載されています。
■エバンスト便り（３６頁）には
　管理委員長の思いと題して グレンE．エステス2009～10
年度ロータリー財団 管理委員長が話されています。

今月のロータリーの友

●９月１５日（火）
小鉢　　水菜の浸し　糸鰹
造里　　間八　鮪　添え野菜一式
焼物　　サーモンちゃんちゃん焼き
食事　　白御飯　木の子の味噌汁　香の物
デザート ペストリーより


